
　誰もが関わるかもしれない認知症。
今回は、認知症に関する取り組みに
ついてご紹介します。

問
中央地域包括支援センター

（長寿課介護予防係内）
☎０２６３�０２８０　内線２１３１

認知症を
理解し、
支える地域に

特　集

高
齢
者
の
4
人
に
1
人
は
認
知
症
に
な

る
と
推
計

　
平
成
27
年
時
点
で
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

認
知
症
の
割
合
は
、
約
６
人
に
1
人
と
な
っ
て

て
い
ま
す
。
令
和
22
年
に
は
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
約
４
人
に
1
人
が
認
知
症
に
な
る
と
推

計
さ
れ
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す（
グ
ラ
フ
参
照
）。
現
在
、

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
支
え
る
仕
組
み
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
認
知
症
を
は
じ
め
、
介
護
が
必

要
な
人
た
ち
が
、
地
域
の
中
で
生
き
生
き
と
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
ま
す
（
下
記
参

照
）。
今
回
は
認
知
症
を
テ
ー
マ
に
、
家
族
が

認
知
症
に
な
っ
た
時
の
相
談
窓
口
や
、
認
知
症

の
理
解
者
・
協
力
者
を
増
や
す
取
り
組
み
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

■グラフ　65歳以上の認知症患者の推定者数
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医療機関
（かかりつけ医、薬局、認知
症疾患医療センターなど）

地域包括支援
センター・行政

認知症カフェ・家族会

地域住民・認知症サポーター

介護事業所、
ケアマネジャー

など

■ 認知症者数
 65歳以上の中の認知症の割合

参照：三菱UFJ信託銀行ホームページ「認知症の現状と将来推計」
（URL https://www.tr.mufg.jp/shisan/mamori/dementia/02.html）

　認知症は誰もがなり得る病気であり、家族や身近
な人が認知症になることなどを含め、多くの人にとっ
て身近なものとなっています 。
　将来、認知症となる人が増えることを考慮して、
地域で認知症の人とその家族をサポートする体制を
整えています。本市では、地域や医療機関、介護事
業所、地域包括支援センター・行政などさまざまな
機関や人が連携し、認知症の人とその家族が、地域
で生き生きと暮らせるまちを目指しています。

認知症の人とその家族を地域で支えていく

認知症の人と
その家族
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北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
片
丘
・
広
丘
・

高
出
・
吉
田
の
４
地
区
の
高
齢
者

に
関
す
る
総
合
相
談
窓
口
で
す
。

社
会
福
祉
士
、
保
健
師
、
看
護
師
、

主
任
介
護
支
援
専
門
員
な
ど
が
常

駐
し
て
お
り
、
介
護
保
険
や
介
護

予
防
、
虐
待
、
成
年
後
見
制
度
な

ど
幅
広
い
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
相
談
内
容
に
応
じ

て
、
専
門
機
関
な
ど
に
も
つ
な
げ

て
い
ま
す
。

認
知
症
は
本
人
だ
け
で
な
く

家
族
の
ケ
ア
も
重
要

　
私
た
ち
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
は

年
々
増
え
て
お
り
、
特
に
認
知
症

に
関
す
る
相
談
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。「
最
近
、
親
の
物
忘
れ
が

激
し
い
」「
怒
り
っ
ぽ
い
」
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
本
人
と
比
べ
て
違
和

感
を
感
じ
た
家
族
が
相
談
に
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
中
に
は
、
近

隣
住
民
や
民
生
委
員
か
ら
も
相
談

が
あ
り
、「
最
近
、
地
区
の
回
覧

板
を
回
し
て
も
、次
に
回
さ
な
い
」

な
ど
、
一
人
で
暮
ら
し
て
い
る
高

齢
者
の
相
談
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
認
知
症
の
ケ
ア
は
、
本

人
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
の
ケ
ア
も

重
要
で
す
。
家
族
は
認
知
症
の
本

人
の
介
護
だ
け
で
な
く
、
仕
事
や

家
事
と
の
両
立
を
し
な
が
ら
生
活

し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
家
族

の
た
め
に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
紹

介
を
し
て
介
護
の
負
担
を
軽
く
し

た
り
、
経
済
的
な
問
題
を
抱
え
て

い
る
場
合
に
は
関
係
機
関
に
つ
な

い
で
仕
事
を
紹
介
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
は
、
本
人
だ
け
で
な
く
家
族
も
、

地
域
で
支
え
て
い
け
る
体
制
を
整
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

認
知
症
は
地
域
全
体
で
支
え
て
い

く
こ
と
が
大
切

　

自
分
の
身
の
回
り
の
人
の
言
動
に
、

少
し
で
も
違
和
感
を
感
じ
た
ら
相
談
窓

口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
認
知
症
は
、

家
族
だ
け
で
な
く
地
域
で
支
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
入
口
と
し
て

相
談
窓
口
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
機
関

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
認
知
症
の
介
護
は
、
一
人
で
悩
ま
ず

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
認
知
症

の
本
人
を
取
り
巻
く
人
・
地
域
で
支
援

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
市
内
に

は
、
高
齢
者
に
関
す
る
相
談
窓
口
が
４

カ
所
あ
り
ま
す
。
困
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

北部地域包括支援センター

所長　祢津　眞由美さん

インタビュー　　少しでも違和感を感じたら早めの相談を

「不安だな」と
思ったら相談窓口へ

　市内には、認知症をはじめ高齢
者に関する相談窓口が４カ所あり
ます。家族や自分、近隣の人など
のことで「不安だな」「心配だ」
と思うことがあれば、ご相談くだ
さい。

中央地域包括支援センター
（大門、塩尻東、北小野地区）
■電話番号　☎0263�0280　内線2131
■住所　大門六番町４番６号
　　　　市保健福祉センター内

西部地域包括支援センター
（宗賀、洗馬、楢川地区）
■電話番号　☎0263�9005
■住所　宗賀1298番地514
　デイサービスセンターすがのの郷内

北部地域包括支援センター
（片丘、広丘、高出、吉田地区）
■電話番号　☎0263�3314
■住所　広丘野村2223番地
　　　　地域密着型特別養護老人ホーム
　　　　こまくさ野村渋池内

ふれあいセンター広丘
■電話番号　☎0263�5070
■住所　広丘堅石2150番地１

　地域包括支援センターは、高齢者全般の相
談を受け付けています。（写真は北部地域包
括支援センター）
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本
市
で
は
今
年
度
、
認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解
者
・
協
力
者

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

認
知
症
と
関
わ
り
、
理
解
す
る

― 
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
を
ス
タ
ー
ト 

―
地
域
に
い
る
認
知
症
の
理
解
者

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」

　
本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
社
会
福
祉

協
議
会
と
連
携
し
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
。
認
知
症
に
対
す
る
理
解
者
・
協

力
者
を
増
や
す
取
り
組
み
を
強
化
し
、

地
域
や
生
活
の
中
で
認
知
症
の
人
や

そ
の
家
族
を
見
守
り
、
支
え
て
く
れ

る
人
た
ち
を
増
や
す
取
り
組
み
を
し

て
い
ま
す
。
令
和
３
年
８
月
時
点
で
、

市
内
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
人
数

は
８
７
２
２
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

講
座
を
通
し
て
、
認
知
症
を
正

し
く
理
解
す
る

　
本
市
で
は
、
今
年
度
か
ら
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
た

人
を
対
象
に
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講

座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
は
座
学
の
み
で

し
た
が
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
で

は
、
実
際
に
介
護
施
設
や
認
知
症
カ

フ
ェ（
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
）に
参
加
し

て
、
よ
り
実
践
的
な
対
応
方
法
を
学

び
ま
す
。

　
受
講
者
を
受
け
入
れ
た
認
知
症
対

応
型
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
つ

く
し
の
郷
は
、
毎
日
平
均
10
人
程
度
、

軽
度
か
ら
重
度
ま
で
幅
広
い
認
知
症

の
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
利
用
者
本
人
の
機
能
を
維
持
す

る
た
め
に
、
必
要
な
介
助
を
し
た
り
、

手
作
業
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
実
習
の
意
義
に
つ
い
て
、
つ
く
し

の
郷
の
百
瀬
昌
枝
所
長
は
「
こ
こ
で

の
実
習
は
、
認
知
症
の
人
た
ち
と
接

す
る
機
会
が
少
な
い
人
た
ち
に
と
っ

て
、
施
設
で
直
接
ふ
れ
あ
い
、
認
知

症
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
の
に
良
い

機
会
だ
と
思
い
ま
す
。
症
状
は
人
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
の
で
、
実
際
に

認
知
症
の
人
と
関
わ
る
こ
と
で
対
応

方
法
を
学
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
」
と

語
り
ま
す
。
ま
た
、
百
瀬
所
長
は
、

認
知
症
の
人
の
抱
え
て
い
る
思
い
を

よ
く
聞
い
て
ほ
し
い
と
語
り
ま
す
。

「
認
知
症
の
人
は
、
自
分
の
思
い
を

伝
え
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
、
つ
く

し
の
郷
で
の
実
習
を
通
し
て
、
本
人

が
何
を
伝
え
た
い
の
か
、
本
人
の
話

1
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を
よ
く
聞
く
こ
と
で
思
い
を
く
み
取

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
」。

認
知
症
の
人
と
家
族
を
見
守
り
、

理
解
を
広
め
る
役
割
を

　

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
で
は
、
認

知
症
カ
フ
ェ
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」

に
も
参
加
し
ま
す
。
オ
レ
ン
ジ
カ

フ
ェ
と
は
、
認
知
症
の
家
族
を
介
護

し
て
い
る
人
や
、
介
護
を
終
え
た
人
、

ま
た
は
今
後
自
分
が
認
知
症
に
な
っ

た
時
の
こ
と
を
考
え
て
参
加
す
る
人

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
持
っ
た

人
た
ち
が
集
ま
る
場
で
す
。
取
材
し

た
こ
の
日
は
、
15
人
が
参
加
。
頭
の

体
操
を
し
た
り
、
参
加
者
の
得
意
な

こ
と
を
披
露
し
た
り
、
グ
ル
ー
プ

ト
ー
ク
で
日
常
の
話
を
し
た
り
し
て

い
ま
し
た
。
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

受
講
者
は
、
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
の
参

加
者
と
話
を
し
て
、
認
知
症
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
の
受
講
者

に
は
、
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
両

方
の
視
点
を
学
ぶ
こ
と
で
、
認
知
症

の
人
と
そ
の
家
族
を
見
守
り
、、
地

域
の
皆
さ
ん
に
認
知
症
に
つ
い
て
の

理
解
を
広
め
て
い
く
役
割
を
担
っ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　市長寿課では、認知症など
で徘徊の心配がある人の家族
に対して、携帯型認知症徘徊
探索機を貸し出しています。
これに加えて、10月１日から、
新たに GPS 端末を靴の中に
入れる「靴型タイプ」の探索
機の貸し出しを始めます。
■費用（自己負担）
　○初期費用　230円（靴、充電器などの付属品）
　○利用料（月額）　660円
　○その他　探索時に別途通信料などが掛かります。
※登録手数料は無料です。
※詳細はお問い合わせください。

靴型の認知症徘徊探索機器の
貸し出しを始めます

問 長寿課高齢支援係　☎内線２１１9

　地元のサークルの
メンバーの中に、認
知症のような症状の
人が出始めていて、
認知症について理解
する必要を感じて参
加しました。
　実習を通して、認
知症といっても症状
は人それぞれで、接
してみないと分からないことも多く、勉強になり
ました。
　また、いろいろな体験ができたとともに、認
知症の事業を知ることができて良かったです。
今回参加したオレンジカフェを周りに広めてい
きたいです。コロナ禍で家にこもりがちですが、
私の周りの人にもこのような事業に参加して視
野を広げてほしいなと思います。

ステップアップ講座受講者の声

認知症の事業を周りに広めていきたい
望月　幸子さん（宗賀洗馬）

13 つくしの郷での実習。実際に認知症の人とふれあえる貴重
な経験です。2 認知症カフェ（オレンジカフェ）は、さまざま
な人との交流を通して認知症の理解を深めます。

問 ふれあいセンター広丘　☎０２６３�5０7０

認知症について正しく理解しませんか
～認知症サポーター養成講座～

　認知症は、誰でもなる可能性のある病気です。認知症
について正しく理解し、偏見を持たず、認知症の人や家
族に対して温かい目で見守ることがスタートです。認知
症サポーターは、「何か特別なことをする人」ではあり
ません。認知症やその家族の「応援者」になることです。
ぜひご参加ください。
■日時　９月18日㈯　午後１時～２時半
■場所　ふれあいセンター広丘
■参加費　無料
※電話でお申し込みください。

　オレンジカフェで気軽におしゃべりをして、まずは気
分転換をしてみませんか。内容などの詳細は、お問い合
わせください。

ふれあいセンター広丘
問  ☎０２６３�5０7０
■開催日　毎月第１土曜日の午後、毎月第３木曜日の午後
ふれあいセンター洗馬
問  ☎０２６３�０２８０　内線２１３１(長寿課介護予防係）
■開催日　毎月第４金曜日の午前
ふれあいセンター東部
問  ☎０２６３�０２８０ 　内線２１３１(長寿課介護予防係）
■開催日　毎月１回水曜日の午後

認知症カフェ「オレンジカフェ」に
参加してみませんか
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